
平成１８年度 第５回 北九州市地方独立行政法人評価委員会 

（議事要旨） 
 
 
１ 日 時： 平成１８年７月２１日（金） １５：００～１７：００ 
 
２ 場 所： 市役所庁舎 ５階 特別会議室 A 
 
３ 出席者： 
 ○委 員（五十音順） 
   ・石田委員長、片山委員、城水委員、福地委員 
 ○市 側 
   ＜総務市民局＞ 
    ・梅本経営企画室長、中西経営企画室主幹 他 

＜公立大学法人北九州市立大学事務局＞ 
・矢田学長、永津局長、丸山事務局次長、江島経営企画課長、大場管理課長 

他 
 

４ 議 題 
（１）北九州市立大学との意見交換について 
（２）平成１７事業年度財務諸表及び利益処分の承認について 
（３）平成１７年度公立大学法人北九州市立大学の業務の実績に関する評価結果について 
（４）その他
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５ 議事 （要旨） 
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（１）北九州市立大学との意見交換について 

 それでは、「北九州市立大学との意見交換」と言うことで、北九州市立大学

の矢田学長より「北九州市立大学の法人化と改革」についてご説明をいただ

きたいと思います。 

 

《北九州市立大学矢田学長より北九州市立大学の法人化と改革についての説明》

 

 ただ今北九州市立大学の矢田学長より「北九州市立大学の法人化と改革」

について説明がありました。委員の皆様、質問等があれば、お願いします。

 

計画があまりにもたくさんありすぎるので、北の翼を一般の人がもう少し

わかりやすくするために、北九州市立大学の場合、地方についてとか、東ア

ジアについてとか３つくらいに絞った形での PR や啓蒙が必要ではないでし

ょうか。 

 

 基本的には２つの重点事項がありまして、１つ目は教育の質の向上だと思

います。２つ目は地域貢献です。地域貢献については日経グローカルの特集

記事において日本で第二位（東京都を除く）という評価を受けております。

その中で現場において丁寧にやるべき仕事と学生のケアがあり、その一方で、

大学改革を進めるため組織作りがあるわけですが、どちらかというと難しい

組織を積極的に整備しているのがこの１、２年間であります。組織をつくれ

ばよくなるというわけではないと思いますが、現場で成果をあげることが一

番難しいため、まずきちっと組織を作った上で、３年目からそちらの方へ重

点を移していきたいと思っております。 

 

 たった１年でここまでの努力をされたことに驚嘆しております。今後は、

北九州市立大学が素晴らしいのだと言うことを市民の方々に伝えていってい

ただきたいと思います。 

 

 ビジネススクールについて、もう少し具体的に教えてください。 

 

 通常は、平日夜間に小倉駅北口（AIM）で、土曜日だけは北方キャンパス

で講義を行います。主な対象は社会人です。教員のうち会計学、財政学、行

政学については学部の教員が移って、それ以外は実務経験者を専任教員とし

て３名雇用しました。これ以外での特任講師は福祉団体の方や、市役所の方

などです。約４０名で、専任１４名、期間は２年間であります。 
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他に質問等がないようでしたら、「北九州市立大学との意見交換」を終わら

せていただきます。 

 

（２）平成１７事業年度財務諸表及び利益処分の承認について 

 それでは次の議題にうつらせていただきます。次は、「平成１７事業年度財

務諸表及び利益処分の承認」についてです。 

７月３日の第４回評価委員会において、市の産業学術振興局から平成１７

年度における「北九州市立大学の財務諸表の承認及び剰余金の翌年度繰越承

認」について説明がありました。本件に関しまして、当評価委員会として「意

見なし」と言うことでしたので、「意見書（案）」の通り、市長あてに提出し

たいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

《異議なし》 

 

 それでは、「意見書（案）」の通り、市長に提出いたします。 

 

 

 

 

 それでは次の議題にうつらせていただきます。次は、「平成１７年度公立大

学法人北九州市立大学の業務の実績に関する評価結果」についてです。まず、

北九州市立大学より、前回会議の補足として何点かご説明していただきます。

 

・中期計画１７にある「国際開発政策コース」は、中期目標のいう連携講座

にあたり、社会システム研究科と ICSEADとの連携講座です。 

 

・中期計画２１に関連し国際環境工学研究科の学位授与率については、平成

１７年度は５８％でした。 

 

・中期計画３４にある「学術情報総合センター」と「新学務システム」の関

係については、学術情報総合センターは、法人化前より設置しており、当セ

ンターは、図書館及び学内の各種情報システム（情報処理教室、学務システ

ム、人事給与システム、財務会計システム等）の管理を行っております。 

 

・中期計画５７のインターンシップの期間については、基本的には学生の夏

休み期間で８～９月にかけて、企業にもよりますが５～１０日の間で受け入

れをお願いしております。 

（３）平成１７年度公立大学法人北九州市立大学の業務の実績に関す

る評価結果について 
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・中期計画５９の就職率の算定については、分母は就職希望者、分子は就職

決定者を使っております。 

 

・中期計画９０にあるサテライトキャンパスについては、ビジネススクール

におきまして小倉駅北口（AIM）に開設予定です。 

 

・中期計画９１の再就職希望者支援訓練事業における再就職者数については、

平成１７年度は訓練生１５名に対して再就職に至った方が１３名でした。 

 

・中期計画１０９にある審議会・委員会への参画状況については、平成１７

年度は複数兼務している先生方もいますが、約３０名が約９０の審議会・委

員会に就任しております。 

 

・中期計画１２８に関連して、教授会の担う役割については、全学的な課題

に対する学部方針の審議やカリキュラム、学生の異動、学部の入試、各種委

員会への人選等学部固有の課題等を審議しております。 

 

 ただ今北九州市立大学より、前回会議の補足について説明がありました。

委員の皆様、質問等があれば、お願いします。 

 

《質問等なし》 

 

 それでは事務局より「本委員会の評価案」について説明をお願いします。

 

 全１９３項目のうち、各委員の評価が分かれたものが８１項目ありました。

全員が同一の評価を行っている項目（１１２項目）については、その評価を

採用しており、これらはすべて大学の評価と同じであります。評価が分かれ

た（８１項目）ものについては、基本的には、多数評価を委員会案として採

用しております。これらのうち１項目（中期計画１５８）以外は大学の評価

と同じであります。評価が分かれたもののうち、少数の評価を採用している

ものは５項目（中期計画５、２１、４９、９５、１５４、１５８）あり、こ

れらはすべて大学の評価と異なっております。事務局からは、委員間で評価

の異なるものについて説明させていただきます。  

 

《評価案の説明》 
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 ただいま事務局から「本委員会の評価案」について説明がありました。委

員の皆様、質問・意見等があれば、お願いします。 

 

 評価そのものはこの案でよいと思います。ただ、全委員の評価が同じであ

れば、「評価結果の説明及び特筆すべき事項」は“年度計画を概ね順調に実施

していると認められる。”でよいが、評価が分かれたところにはコメントを付

した方がよいと思います。 

 

 それでは、評価そのものはこの案でよろしいでしょうか。 

 

《異議なし》 

 

（４）その他 
 それでは次の議題と言うことで次回の予定等について事務局の方よろしく

お願いします。 

 

 本日決定しました意見等をもとに、事務局にて「平成１７年度公立大学法

人北九州市立大学の業務の実績に関する評価結果（案）」を作成し、委員の皆

様に最終的なご確認をいただきたいと思います。 

第６回委員会の日程につきましては、８月７日(月)、８日（火）、１０日（木）

の中から決定させていただきたいと思いますが、委員の皆様のご都合はいか

がでしょうか。 

 

《各委員の予定を調整》 

 

 それでは、第６回委員会を８月８日（火）１６時３０分より開催したいと

思いますがよろしいでしょうか。 

 

《各委員了承》 

 

 それでは本日の委員会は終わらせていただきたいと思います。どうもいろ

いろとありがとうございました。 

 

≪委員会終了≫ 
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